
イフジ産業の鶏卵相場予想

2026年 09月 の鶏卵相場予想

310円

（全農東京相場LM加重平均）
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全農東京鶏卵相場 2022年～2026年

2022年 2023年 2024年

2025年 2026年

※2026年08月の相場は08月26日までの平均値。2026年09月は予想値。

※予想は当社独自のものであり、あくまで予想です。

※この情報に関するお問い合わせ等はご遠慮ください。

＝
「タマゴテック」でライフスタイルの殻を破る

８月の相場ですが、Lサイズ２９０円・Мサイズ２９５円にてスタートしました。６日にＬサイズが５円上昇、Ｍサイズ

が５円下落、２５日にＬ・Ｍサイズともに５円上昇し、その後は現在に至るまで保合となっております。（２０２６年

８月２６日時点のＬＭ加重平均は２９３．１円）

供給面に関して、餌付け羽数は前年比１～６月平均で９６．４％と飼料高騰に伴う生産コスト等の増加によって

増羽には至っておらず、直近の猛暑の影響で飼養羽数にも影響が出ていると思われます。一方の需要面において、全国

各地で猛暑となっている事で全体的な需要の減退は見受けられましたが、お盆明けより大手ファーストフードチェーンを中

心に月見商戦に向けた業務筋の活発化が見受けられ、徐々に引き合いは増加傾向にあると感じます。

さて、９月の相場予想ですが、供給面ではまだ猛暑が続く見込みが高く、引き続き産卵率・卵重低下の影響を受け、

小玉中心の生産となると思われます。さらに全国的に餌付け羽数が前年同月比割れとなっていることから、原料状況は

タイトになっていく事が考えられます。需要面に関しては、前述の通り８月後半からの月見商戦に向けて、各外食チェーン

を中心に卵を使用した販促メニューの活発化が考えられます。また、今年は１１年ぶりとなるシルバーウィーク期間がある

ため、お土産等を中心に一部のカテゴリーでは特需が発生する可能性があります。

９月の鶏卵相場に関して、上記要因から月間ＬМ加重平均は３１０円付近と予想致します。ただ、今後の需給・

外的要因によって鶏卵情勢を取り巻く環境が変化していく可能性が高いため、引き続き注視していく必要があります。
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